
5 6.林業機械の性能(小型可搬式機械)

1.試験担当者

本場機械化部機械科長 山酬三平ほか

2•試験目的

小形可撤檢械.すなわちチェーンソー・刈払模,植穴羯圈等の動力性能ほっいて計^分析をお 

こない,これらの墓礎データにもとづいて改轡,開発のための指針を取得し,実際に実行するこ 

とがこの研究の目的である〇

3. 昭和4 4年度の経過とえられた結果

前尔度に:feいては,チェンソーに奘備しているソーチェーンは日行数回目立をしながら伐倒お 

よぴ切船断してい.るが,目立のたびにソーチェーンの切刃の芬さは,わず»、づつ婭かくなり,新 

品のときの切刃の長さを5/5 =1とした場合,4/5.5/5,2/5 ,1/5とへった場合の切削 

性能祀与える炒について,チ,パー形ソーナエーンについては,先年度その結果を報吿したと 

おりであるが,自動研f残のできるパワー,シャープナ形ソーチェーンについてその計側•分析を 

点こない核肘をくわえた〇

すなわち,チッパー形ソーチェーンの您!向と同榜,パワ"■.ンキープナ形ソーチェ_ンについて 

も,切刃の擬さが新品のとftから,だんだん短かくなると,その切削性能は浙次,低下すること 

を確題することができる〇 •

4. 昭和4 5年度の試験計画

次年度はとくにソーチェンの切削性能と・超小形チェンソーの鍋断性能については超小形チェ 

ンソーの錦断中の動力性能の渊定を行なう〇
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5 7• 林業機械の振動騒音

1.試験担当者

本場機棟化部德械科長 山脇一平ほか

〃 〃 作對RTH究室長 辻 隆道ほか

2•試験目的

林部働力不足をおぎなうための林槊機械の公害的なR窗としてとりあげられているチェンソ 

ソー,刈り払い檢,植え穴掘り槻の振動•數音の疑濟忙ついて,各朝の極肘をくわえ,とりわ 

け,考案改良された各機の比較検討をおこない,倍良機械の開発普及をはかることにより,この 

種の社会的公害の絮決祀貢献せしめるものである。

3.昭和4 4年度の経過とえられた結果

°作業科

4 °年度:全国の岡布・林の現输において使甲されているチェンソーについて,作業方法の而か 

らチェンソーの整備状況,目立の状況,切斷中におけるハント・ル部の振動溜定を行 

ない,整佛の您いものは按動も大きく,また目立の良否｝cよって振動も楽化するこ 

とをつきとめた。この料杳に芥づいて「チェーンソー伐木造材作券と機梯の操作整 

伽の実態渕布ならびに指導夢綱の作成」の報吿詳を捷出した。

41年度:ソーチェーンの目立を喪化させ,/際祀玉切中の蹒を測定し,目立と振動の関係 

を祥細K・解明した。

労伽生理学的な面から,振動の人休への伝播を検討しながら,振動と作業姿勢.作 

樂動作の関保を求めたe

4 2庆度：前年度忙弓|続暑冋じ研究を進めテータの蓄秋を行なった。それに基・づいて「ナエー 

ンソーの幣備離準」「ソーチェーンの目立養裙」を作成し.现埸作業員に対する教 

育忙役立たせた。

作業動尙ついては16爾フィルムから動作分析を行ない,これらの解明忆っとめ 

た〇

4 3年度:含年度はとくに作業姿勢に疝点をお巻,鰐断位饌と作樂姿勢.作痛發多と振勒の明 

侪を実際の丸太翅断動作を16臟で撮形し•人間工学的な注卷部項との関係を明ら
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かにしながら,追正な作業姿勢の把捧と検討を行なった。

墉皆副定を行ない,耳栓の使用により 砌障渊ま防止できる結果を簡た。

4 4年度:。労働生理学的な立場から,この渦潮をとらえ,「林業榜培とく忙チェーンソーの 

is勦,騷音による障夬とその対策」の研究蹬文を発表した。

。振動の人佑への伝播状沒を知る方法として,非接斂法による測定方法として髙速 

座カメラで鋸断中のチェーンソー,人間を撮影し,振動の伝播率,実際の振動:｛大 

懇を解明し,合までとことなった波型を見出した。

。チェーンソーによる枝払いと芥による枝払いを謂査し,千エーツソー使用時間規 

正ごの合理的な作が方法を検付した。

〇檢測

前年度においては主に機株自体の折動の伝播を減少せしめるため ｝て鄭H・された防抿ハンドル 

の防振効果を比較渊定し,さら心方蹒果を上げるために役立つ労科の猥符につとめた。また 

现^忙おいて自発的に考実卧発された土場作業甲のチェーンソー搭載形の防振架台の防振効果 

について比板河定を行ない,これの検対を行なった。また敏測定方法の検針を加えた,主に 

振動加速度P 3の取付方法,とく |CPUをねじ込んだ座金の累練カ,攻付位潞のゴム等の城機 

厚と別定演の佛係を分析したところ測定俄K影舞を与えることがわかった,とく代軟ゴム上に 

P Uを取付ける桐数10将以上の緊絲力をもって締付けがおこなわれている埸合には沾i定値 

に大きな茬を生じないことが明らかになった。振動の外｝て小形可搬式林婀佥栋,ことはチェー 

ンソーの排気,機奶音を防ぐために作案現場では耳栓その他イヤマフ等が使用されているが 

これらの耳栓効果の比較測定を行なった。この結果耳栓の稠類(5題類)Kよって若干防音効 

果に勒;認められたが,平均して約1〇 dもの耳栓効果炉あることが分った。さらに減衰の大 

きい周波数帯城は5 〇 〇 H z!り商い带域に効果があることが确かめられた。

4.昭和4 5年度の試験計画

〇作業科

① 伐木澄材作栗の中で多くの時郞を占める枝払いについて,チェーンソーと芹の供甲の可能 

性を引けいて润杏し,合理的な作樂仕相を検対する。

② 作卒姿勢とく K「エーンソーの保持握力(圧辯カ)と振動の関係を調膏し,振動の人体へ 

の伝播状汉を究明する。

③ 刈払扱(ガソリンエンジン付,俄動)について,徊T・実熊を調斉し,間欠時間から刈払い

-6 8-

と休恩の適正な時間配分を検対する〇

④ 年エーンソ一啓備に側人差があり,整億あるいは目立状況を点检し,ホ点的な指導要網を 

作り,現場作静鼻の再教育の指標をつくる。

⑥ その他林業機械(とくに兼材・槻,トラクタ)の作業中の抵動を測定し,安全,適正動作の 

研究データを提供する〇

〇樓械科

本年曲・次の点について解明してゆきたい。

1. 昨年度にひきつづき各稻防振棋横つぎ小形可掖式樹械の防损効果の比鮫部定を行ない防振 

股針の・料程很につとめる。

2. 防振機撞に使甲される陆抵ゴムについて,振動固減敎別に波玻または,共报特性について 

検村を加える。

3. 防振核攏をもった小形可撫式機械について過去に湖定した資初、ら共报帯城の周波数につ 

いて正弦は形をもった砌)を与兑て防振効果(撮部伝:3特性)を検肘するc

4. 耳桂Kよる防诗効果について引玄つづき比杖那定を継続,検討を行なう。

5. 機披の騒音»とくに排如頒音について檢討を行なう〇
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